
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国会閉会中も産業やくらしの現場の声を政府に伝え

ています。２０日には、環境にやさしく国産のエネル

ギー資源であるバイオ燃料の普及促進について経済産

業省や防衛省と意見交換を行いました。また、健康保

険証等の交付手続きの簡素化を厚生労働省に要望しま

した。 

これからも皆さまの声に支えられた根拠のある主張

をもとに、より良い政策制度の実現に向けて全力で取

組んでまいります。 

バイオ燃料について、経済産業省担当官と意見交換（7/20） 

 
 

2020 年 7 月 31 日 

【連絡先】国民民主党茨城県第 5区総支部（浅野さとし事務所） 

【国会事務所】 
〒100-8981 
東京都千代田区永田町2-2-1 
衆議院第 1議員会館 406号室 
TEL：03-3508-7231  
FAX：03-3508-3231 

 

【日立事務所】 
〒317-0071 
茨城県日立市鹿島町 1-11-13  
 
TEL：0294-21-5522  
FAX：0294-21-3014 

https://asanosatoshi.com/  

 
 

閉会中も現場からの要望を国へ届けています 

この度の九州地方を中心とした豪雨により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。また、この災害

によりお亡くなりになった方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

被災地の一日も早い復旧・復興のため、全力で取組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州地方を中心とした豪雨により被災された皆様に 

心よりお見舞い申し上げます。 

 
衆議院議員 

 

北茨城市 街頭演説（2020.7.19） 

日立市 街頭演説（2020.7.5） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １７日には、党の両院議員懇談会が開催され国民

民主党が考える「コロナ後の社会像」について活発

な意見交換が行われました。会議の中では、これま

での「効率重視型」の国家運営から、「備え重視型」

の国家運営への転換が提唱され、①食料・経済安全

保障、②自律分散型の地方分権、③中間層復活のた

めの税制、④デジタル技術の活用促進などについて

議論しました。浅野からは「サイバーセキュリティ

庁の設置」「消防団や町内会、民生委員などへの現役

世代の参加拡大と予算拡充」を提案しました。 

新型コロナの感染状況を踏まえ、地方議員の約半数はウェブ参加 

第201回国会における役割 
所属委員会 

▶経済産業委員会      ▶原子力問題調査特別委員会 

▶議院運営委員会 

党内での所属調査会 

▶エネルギー調査会（事務局次長）▶税制調査会（事務局次長）  

浅野さとし 略歴 

▶1982 年 9 月生まれ（37 歳）、衆議院議員（１期） 

（株）日立製作所日立研究所研究員 

日立労組研究所支部執行委員 

大畠章宏 前衆議院議員秘書 
 

   
YouTube Facebook Instagram Twitter LINE 

ＳＮＳにて日々、情報発信中！ 浅野さとしの活動をぜひご覧ください！ 
 

   

 

浅野の考え 
 

 

0717 
2020 年 7月 17日 

コロナ後の社会構想を議論   

 

※ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）： ＩＴの浸透で、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。 

※ 

今後、在宅勤務や地方移住がすすみ、地方における日中の居住エリア人口が増加

する可能性があるため、コロナ後の社会では地域コミュニティに対する現役世代の

参画が求められる時代になるでしょう。町内会や消防団などコミュニティを支える

仕組みにも国の支援強化が求められていくと思います。これからも「現場主義」で

様々な政策提案を続けてまいります。 


